
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

月

日
、

11

19

全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
／
改
憲
阻
止
！
１

万
人
大
行
進
が
２
８
０
０
名
の
結
集
で
開
催

さ
れ
た
。
国
際
連
帯
の
訴
え
で
は
、
在
日
パ

レ
ス
チ
ナ
人
、
韓
国
・
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地

域
本
部
、
米
国
際
港
湾
倉
庫
労
組(

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ

ロ
ー
カ
ル

)

の
現
場
組
合
員
、
ド
イ
ツ
鉄
道

10

労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
な
ど
が
登
壇
し
、
労
働
者
の
国
際
的
団
結

を
熱
烈
に
呼
び
か
け
た
。

今
年
の

月
集
会
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

11

る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
虐
殺
阻
止
を

国
際
労
働
者
階
級
の
喫
緊
の
テ
ー
マ
と
し
て

闘
う
こ
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
東
ア
ジ
ア
な
ど

世
界
戦
争
情
勢
を
止
め
る
闘
い
が
労
働
組
合

の
本
質
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま

た
労
働
者
国
際
連
帯
こ
そ
戦
争
を
止
め
、
社

会
を
変
え
る
力
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

集
会
と
し
て
か
ち
と
ら
れ
た
。
ま
た
集
会
で

は
、
韓
日
労
働
者
共
同
声
明
と
パ
レ
ス
チ
ナ

連
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
ー
８

Ｄ
Ｃ
会
館

℡

０
４
３（
２
０
２
）
７
８
２
０

Fax

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

dc-info@
deluxe.ocn.ne.jp

〒
口
座
番
号

０
０
１
５
０
ー
３
ー
９
２
０
３
６

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

2023.11.20
３８７

１１・１９全国労働者総決起集会
改憲阻止！１万人大行進

3労組と民主労総が「韓日労働者共同声明2023」を読み上げた

ガ
ザ
虐
殺
や
め
ろ
！



呼
び
か
け
労
組
で
あ
る
港
合
同
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
、
関
生
支
部
が
特
別
報
告
、
動
労

千
葉
の
関
委
員
長
が
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

連
帯
あ
い
さ
つ
を
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反

対
同
盟
の
市
東
さ
ん
、
「
希
望
の
牧
場
・
ふ
く

し
ま
」
の
吉
沢
さ
ん
、
東
京
・
過
労
死
を
考

え
る
家
族
の
会
の
中
原
さ
ん
、
賛
同
団
体
か

ら

社
会
民
主
党
千
葉
県
連
合
代
表
の
工
藤
す

ず
子
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、
ガ
ザ
出
身
の
在

日
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
渾
身
の
訴
え
な
ど
国
際

連
帯
の
訴
え
、
国
鉄
闘
争
や
職
場
か
ら
の
報

告
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
の
高
山
弁

護
士
な
ど
の
訴
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
国
鉄

闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
金
元
重
さ
ん

が
ま
と
め
を
行
っ
た
。

海
外
の
仲
間
が
デ
モ
に
合
流

集
会
後
、
銀
座
デ
モ
に
出
発
。
呼
び
か
け

３
労
組
を
先
頭
に
多
く
の
在
日
・
滞
日
外
国

人
も
デ
モ
に
合
流
し
、
「
ガ
ザ
大
虐
殺
を
や
め

ろ
！
」
と
訴
え
た
。

国際連帯の訴え 在日パレスチナ人、 民主労総、 ＩＬＷＵ、

ドイツ鉄道労働者ネットワーク、 在日ミャンマー人等が登壇

多くの海外の仲間がデモに合流

デモコース：日比谷公園～新橋～銀座～東京駅～常盤橋公園



パ
レ
ス
チ
ナ
の
労
働
組
合
の
呼
び
か
け
と

動
労
千
葉
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

パレスチナ労働組合の仲間の皆さん、

私たち動労千葉は、パレスチナ労働組合

の呼びかけに応え、岸田政権のイスラエ

ルに対する武器供与、資金援助など如何

なる支援行為をも許さず闘います。

米欧日の帝国主義は、自らの危機のはけ

口を戦争・世界戦争に求め、その先兵と

してイスラエル、ウクライナの現政権を

煽り立てています。

また東アジアでは、米日帝国主義は、「台

湾有事」を口実として対中国戦争の策動を激化させています。

パレスチナ人民の決死の闘いを心より支援すると共に、人民抑圧と

戦争の元凶たる国際帝国主義の一員である日本帝国主義・岸田政権

の打倒に向け、全力で闘い抜きます。

動労千葉委員長 関 道利

パレスチナ労働者から友人、同志のみなさん

連帯のメッセージを送付頂き、ありがとうござ

います。

世界中から寄せられるメッセージに、本当に勇気

づけられています。

私たちの闘いへの支援として、みなさんに以下

の点をお願いできればと思います。

①パレスチナの呼びかけに応える行動提起を含む

連帯声明を、レーターヘッド付文書としてホーム

ページ上に公表して頂きたい。

②貴文脈から想像するに、日本の兵器産業に抗す

るネットワークの人々と、何処で行動を起こすこ

とが出来るかを調査・検討して頂きたい。貴闘い

の領域の中で、最も効果的な行動があるのではな

いかと思います。

これらのことがみなさんの闘いに役立つようなら

ば、喜んで交信を続けさせていただきます。

変わらぬ連帯を込めて、

パレスチナ労働者

伊
藤
忠
と
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
軍
事
協
力
を
や
め
ろ
！

月
１
日（
金
）
午
後
２
時

伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン

12

東
京
都
港
区
赤
坂
２
・
９
・

（
溜
池
山
王
駅
近
く
）

11

午
後
４
時

日
本
エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
ブ
ラ
イ
ン(

Ｎ
Ｓ
Ａ)

東
京
都
新
宿
区
愛
住
町
３
・
３
（
四
谷
３
丁
目
駅
近
く
）

呼
び
か
け

改
憲
・戦
争
阻
止
大
行
進
／
動
労
千
葉

・
１
抗
議
行
動

12



Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
任
期
は
通
例
６
年
で

す
。
深
澤
社
長
は
就
任
６
年
目
で
今
年
度
末

に
も
交
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
期
社
長

候
補
の
筆
頭
が
喜
㔟
陽
一
副
社
長
で
す
。
そ

の
理
由
は
「
労
働
組
合
対
策
の
功
労
者
だ
か

ら
」
で
す
。

業
務
融
合
・
職
名
廃
止
も

「組
合
対
策
」

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
務
政
策
が
決
定
的
に
変

わ
っ
た
の
は
、

年
２
月
の
東
労
組
に
対
す

18

る
「
労
使
共
同
宣
言
失
効
」
の
通
告
か
ら
で

す
。
会
社
は
管
理
職
を
中
心
に
し
た
露
骨
な

労
組
脱
退
工
作
を
行
い
、
社
友
会
に
労
働
者

を
加
入
さ
せ
て
、
徹
底
し
て
労
働
組
合
を
解

体
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
の
過
程
で
、
喜
㔟
副
社
長
は
経
営
陣
に

東
労
組
と
の
決
別
を
強
く
進
言
し
、
労
使
共

同
宣
言
失
効
へ
の
流
れ
を
作
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
業
務
融
合
化
や
職
名
廃
止
を
主
導

し
た
の
も
、
喜
㔟
副
社
長
で
す
。
そ
の
目
的

も
「
組
合
運
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
」
だ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
紹
興
酒
事
件
〞
で
も

労
組
対
策
優
先

喜
㔟
副
社
長
は
労
務
対
策
で
出
世
し
て
き

た
人
物
で
す
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の

年
22

６
月
に
は
自
身
が
主
催
の
懇
親
会
で
紹
興
酒

を

本
以
上
あ
け
、
救
急
車
２
台
が
出
動
し
、

30
参
加
し
た
社
員
が
救
急
搬
送
さ
れ
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

喜
勢
副
社
長
は
「
乾
杯
と
は
杯
を
乾
か
す

こ
と
」
と
発
言
し
、
参
加
し
た
社
員
は
「
勧

め
ら
れ
る
が
ま
ま
飲
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
何
と
「
飲
酒
の

強
要
は
な
か
っ
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
会

社
は
こ
う
し
た
問
題
を
起
こ
し
た
人
物
を
か

ば
っ
て
ま
で
、
「
労
働
組
合
対
策
」
を
優
先
し

て
い
ま
す
。

職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を

会
社
が
こ
こ
ま
で
労
働
組
合
対
策
に
こ
だ

わ
る
の
は
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
会
社
の

攻
撃
を
打
ち
破
り
現
状
を
変
え
る
力
が
あ
る

か
ら
で
す
。

そ
ご
う
・
西
武
労
組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
大

き
な
支
持
と
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
世
界
中

で
大
規
模
な
ス
ト
が
相
次
ぎ
、
米
財
務
省
は

「
労
組
が
賃
金
を

〜

％
押
し
上
げ
る
」

10

15

と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
列
車
を
動
か
し
、
鉄
道
の
安
全
を

守
っ
て
い
る
の
は
現
場
労
働
者
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
団
結
の
力
に
こ
そ
、
会
社
の
攻
撃

を
阻
止
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。

職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を
取
り
戻
そ
う
。

次期社長候補の筆頭といわ
れる喜㔟陽一副社長。22年の
喜㔟副社長主催の懇親会では
社員が救急搬送される事態に

次
期
社
長
人
選
「
カ
ギ
は
労
組
対
策
」

今
年
度
末
に
も
紹
興
酒
事
件
の
喜
㔟
副
社
長
に
交
代
か



月
１
日
、

歳
以
降
の
雇
用
延
長
拒
否
・

11

65

動
労
千
葉
排
除
を
め
ぐ
り
新
た
に

人
の
組

10

合
員
の
雇
用
継
続
を
求
め
る
裁
判
闘
争
を
開

始
し
た
。

さ
ら
に
、

月

日
に
は
先
行
す
る
裁
判

11

22

で
の
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る
。
組
合
側
か
ら

関
委
員
長
、
渡
辺
書
記
長
、
山
田
護
特
別
執

行
委
員
、
山
田
繁
幸
特
別
執
行
委
員
、
会
社

側
か
ら
Ｃ
Ｔ
Ｓ
笹
本
総
務
部
長
が
証
言
す
る
。

そ
の
他
の
証
人
に
つ
い
て
は
尋
問
後
に
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ウ
ソ
を
つ
く
な
！

と
く
に
笹
本
部
長
の
陳
述
書
は
ウ
ソ
と
ご

ま
か
し
ば
か
り
だ
。
例
え
ば
陳
述
書
で
は
65

歳
を
迎
え
た
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
数
に
対
し
て
、

歳
以
降
も
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
雇
用
し
た
人
数
が
「
わ

65ず
か
」
（
特
に

年
度
以
降
）
で
あ
る
こ
と
が

16

表
で
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「

歳
以
降

65

も
雇
用
す
る
慣
行
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
の

だ
。だ

が
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で

歳
以
降
の

65

雇
用
を
希
望
す
れ
ば
、
基
本
的
に
全
員
が
採

用
さ
れ
て
き
た
。

年
度
か
ら
の
数
年
で
継

16

続
雇
用
さ
れ
た
人
が
そ
れ
ま
で
よ
り
減
っ
た

の
は
、
そ
も
そ
も

歳
に
な
る
人
が
少
な
い

65

時
期
だ
か
ら
だ
。

一
方
、
再
び

歳
に
な
る
人
数
が
増
え
た

65

年
度
、

年
度
は
ま
っ
た
く
雇
用
さ
れ
て

21

22

い
な
い
。
こ
れ
こ
そ
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
意
図

的
に
雇
用
継
続
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
（

年
度
は

歳
に
な
っ
た
４
人

18

65

中
２
人
を
雇
用
継
続
し
た
が
、

年
度

人
、

21

28

年
度

人
に
対
し
て
雇
用
継
続
は
０
人
）

22

30

ま
た
、
笹
本
陳
述
書
は
雇
用
拒
否
の
理
由

を
「
要
員
が
足
り
て
い
て
雇
用
す
る
必
要
が

な
い
か
ら
」
だ
と
し
て
い
る
。
現
場
に
い
れ

ば
誰
も
が
ウ
ソ
だ
と
分
か
る
こ
と
を
、
の
う

の
う
と
語
っ
て
い
る
！

現
に
ど
の
事
業
所

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
募
集
し
続
け
て
い
る
で

は
な
い
か
。

そ
の
一
方
で
、
天
下
り
の
所
長
・
副
所
長

だ
け
は
「
要
員
が
足
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
雇

用
継
続
さ
せ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ど
こ

ま
で
も
ふ
ざ
け
て
い
る
！

余
っ
て
い
る
の

は
管
理
者
の
方
だ
！

・

千
葉
地
裁
へ

11

22

組
合
側
か
ら
の
証
言
で
は
、
会
社
が
動
労

千
葉
の
闘
い
、
と
く
に
外
注
化
阻
止
闘
争
を

嫌
悪
し
て
い
る
こ
と
が
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
よ

る
雇
用
拒
否
の
理
由
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
、
団
交
の
過
程
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が

い
か
に
不
当
な
対
応
を
続
け
た
か
を
追
及
す

る
。

ご
ま
か
す
な
！
Ｃ
Ｔ
Ｓ
笹
本
総
務
部
長
陳
述
書
の

ウ
ソ
を
暴
き
出
そ
う
！

・

千
葉
地
裁
証
人
尋
問
闘
争
へ
！

11

2211月22日（水）集合９時40分

千葉地裁６０１号法廷



は
じ
め
に
改
憲
・
戦
争
阻

止
大
行
進
千
葉
の
事
務
局
か

ら
基
調
報
告
が
行
わ
れ
、
「
イ

ス
ラ
エ
ル
政
権
は
パ
レ
ス
チ

ナ
人
を
『
人
間
の
顔
を
し
た

動
物
』
だ
と
公
然
と
大
虐
殺
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
で
あ
り
「
民
族

浄
化
」
だ
。
絶
対
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
怒

り
を
も
っ
て
今
日
の
闘
い
を
貫
徹
し
よ
う
！
」

と
訴
え
た
。

次
に
、
動
労
千
葉
か
ら
は
佐
藤
正
和
副
委

員
長
が
発
言
し
た
。
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
中

東
・
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
戦
火
の
拡
大
は
世
界

戦
争
の
危
機
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
世
界

各
地
で
イ
ラ
ク
戦
争
以
来
の
大
反
戦
闘
争
が

起
き
て
い
る
。
岸
田
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
と

一
体
と
な
っ
て
対

中
国
戦
争
へ
と
突

き
進
ん
で
い
る
。

月

日
か
ら
日

10

14

米
合
同
軍
事
演
習

「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト

・
ド
ラ
ゴ
ン

」
23

が
行
わ
れ
て
い
る
。

沖
縄
＝
南
西
諸
島

の
戦
場
化
を
前
提

と
し
た
対
中
国
戦

争
に
向
け
た
大
規

模
実
動
訓
練
だ
。

労
働
組
合
は
労
働

者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
拠
り
ど
こ

ろ
で
あ
る
と
同
時

に
、
『
反
戦
の
砦
』
だ
。

月
労
働
者
集
会
の

11

大
成
功
を
勝
ち
と
ろ
う
」
と
訴
え
た
。
三
里

塚
空
港
反
対
同
盟
か
ら
伊
藤
信
晴
さ
ん
が
「
パ

レ
ス
チ
ナ
人
民
の
血
叫
び
に
応
え
る
反
戦
闘

争
の
爆
発
を
勝
ち
と
ろ
う
。
今
日
は
そ
の
出

発
点
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
学
連
の
学
生
、

百
万
人
署
名
運
動
千
葉
、
千
葉
県
反
戦
青
年

委
員
会
な
ど
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

時
に
デ
モ
が
出
発
し
、
繁
華
街
で
は
多

14
く
の
市
民
か
ら
の
注
目
と
共
感
が
寄
せ
ら
れ

た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
侵
略
戦
争
・
ガ
ザ
大
量
虐
殺
や
め
ろ
！

・
３
千
葉
市
内
デ
モ
が
大
成
功

11月
３
日
、
千
葉
市
内
で
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
侵
略
戦
争
や
め
ろ
！
パ
レ
ス

11
チ
ナ
人
を
殺
す
な
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
絶
対
反
対
！
岸
田
政
権
打
倒
！

・
３
集
会
と
デ
モ
」
が

名
の
結
集
で
行
わ
れ
た
。

11

70

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の
大
空
爆
と
本
格
侵
攻
に
よ
っ
て
、
子

供
を
は
じ
め
死
者
は
一
万
人
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
世
界
中
で
ガ
ザ
空
爆

に
反
対
す
る
大
デ
モ
が
起
こ
る
中
、
国
際
連
帯
の
一
環
と
し
て
闘
わ
れ
た
。

千葉市葭川公園で70名で集会


